
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Shinko-Chemical Environmental Report 
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  『環境報告書 2012』を発行するにあたり、ご挨拶を申し上げます。 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災と、その後の原子力発電所の事故により、

未曾有の国家的災害となり、被災された多くの方をはじめ、国民生活や企業活動に多大

の負担を強いることになりました。被災された皆様には謹んでお見舞い申し上げるととも

に、被災地の一日も早い復興をお祈りいたします。 

 

そのような状況において、当社は、優先される医薬品容器の安定供給に努め、計画停

電や電力使用制限令での影響を最小限にとどめるため、顧客からのご要請により、前倒

し及び集中生産を実施し、また電力会社の節電協力要請により、ピークシフトなどの対応

を行いました。今後も電力需給の厳しい状況は続くとされており、動向に注視し、必要な

対応をとってまいります。 

 

当社は、1945 年の創業以来、一貫して医薬品容器の開発･製造を歩み、ガラス製アン

プルの製造に始まり、国内初となるプラスチック製点眼容器の開発と実用化、業界初とな

る電子線照射滅菌装置の導入など、常に先進的な製品創りに努め、社員ひとりひとりの

地道な改善活動の積み重ねが高品質で安全・安心な製品供給につながっているものと

考えております。 

 

本報告書は、当社の環境活動や品質への取り組みなどの主要な内容を纏めたもので

あり、ご高覧いただき当社の事業活動にご理解を賜れば幸いです。 

 今後とも、医療と健康に貢献し、社会から信頼出来る企業を目指してまいる所存です。

皆様のご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。 

                                                             

伸晃化学株式会社 

代表取締役社長  

荒井 昌信 

トップメッセージ 
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環境報告書の発行にあたって 



■会社概要 

■事業拠点 
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社  名 伸晃化学株式会社 （Shinko Chemical Co．，Ltd．） 

代表者 代表取締役社長 荒井 昌信 

本社所在地 金沢市藤江南２丁目４番地 

事業内容  医薬品容器を主力として、医療機器・電子部品の製造及び販売 

創  業 １９４５年（昭和２０年）１０月 

資本金 ９０,０００,０００円 

売上高 １１６億７１百万円 （２０１１年９月期） 

従業員数 ６６５名 

 

本社工場 石川県金沢市藤江南２丁目４番地 

松任工場 

 

 

石川県白山市松本町２５０５番地  

東京支店 東京都中央区東日本橋２丁目２０-１０ 七條ビル５F 

福島営業所 福島県福島市宮下町１１-２２ ダイアパレス１０４号 

大阪支店 大阪府大阪市東淀川区東中島１丁目１８-５ 新大阪丸ビル５F 

名古屋営業所 愛知県名古屋市中区錦 1丁目１９-３２ 広小路ビル７F 

北陸支店 石川県金沢市藤江南２丁目４番地 

 

ＥＢセンター（電子照射センター） 

ＥＯセンター 

同上 

石川県白山市松本町２５１５番地 

会社概要 

本社正面 

 



■生産体制 

■リスク管理 

危機管理における当社の基本方針 

2007.10.1 制定 
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当社は、成形・印刷・検査・洗浄・滅菌という医薬品容器に求められる高い製造基準の各工程を有し、

自社で製品製造を完結できる一貫した生産体制を構築しています。医薬品容器としての高度な機能と精

度、そしてクオリティーの高さ追求し、且つ、これら製品を安定的にお客様へお届けするため、確かな実績

とノウハウ、最新のテクノロジーを用いて新技術への研究・開発に取り組んでいます。 

本社・本社工場 

 

松任工場・電子照射センター 
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成形機 
ﾀﾞｲﾚｸﾄﾌﾞﾛｰ成形機 ｽﾄﾚｯﾁﾌﾞﾛｰ成形機 ﾌﾟﾚｽﾌﾞﾛｰ成形機 多層ﾁｭｰﾌﾞ成形機 

ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ成形機 ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝﾌﾞﾛｰ成形機 

印刷機 ｽｸﾘｰﾝ印刷機 UV 印刷機  熱転写機 ｼｭﾘﾝｸﾌｨﾙﾑ装着機 ｲﾝﾓｰﾙﾄﾞﾗﾍﾞﾙ装着機 

合理化機器 ｶﾒﾗ検査装置 各種組立装置 薬液充填装置 

洗浄装置 凍結洗浄装置 ｴｱｰ洗浄装置 ﾊﾞｹｯﾄ洗浄装置 

滅菌装置 電子線照射滅菌設備  ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞ滅菌設備 

 

主な生産設備 

 

当社では、事業継続計画（BCP）に基づく危機管理マニュアルを2007年に制定し、リスク管理における緊

急時の体制と対応及び平常時の取り組みについて定めていますが、東日本大震災を教訓として、体制強

化と準備・バックアップ内容の見直しを実施しました。 

１．従業員とその家族の生命を最優先とし、事業の早期復旧及び継続により顧客の 

信用を守り、地域社会への貢献をはたす。 

２．そのために、平常時より、全社的な危機管理体制を構築する。 

３．従業員の危機管理意識を醸成し、対応する教育訓練を行う。 

４．危機管理対応における改善は、その重要性を考慮し実施する。 

５．危機管理に関する活動状況や結果を定期的にレビューし、情報の最新化をはかる。 
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●製品ポリシー 

●高機能製品の開発 

第２４回インターフェックスジャパン（ＩＰＪ）に出展 

製品について 
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当社で生まれる製品は、医薬品容器として、人にメッセージを発信する

カタチ、安心・信頼を伝えるカタチであることをコンセプトに、お客様の想い

を最適なカタチとして設計し、製品化しています。ニーズにきめ細かく対応

するため、オーダーメイド製品、汎用製品とも、医薬品用途に応じた容器

類をラインアップし、国内はもとより、欧州や中国などの海外の製薬会社

へも製品を供給しています。 

当社では、近年の医療技術の発展に伴い、ユーザーや患者様が安心

して使用できるよう製品機能面での充実をはかっており、呼吸器系への薬

剤直接投与を可能とする吸入ディバイス（医療機器認証済）の開発など、

高度な医療技術への貢献ができるよう取り組んでいます。  

製品企画開発でのフレキシブルな立案と幅広い調査、及び設計段階で

の厳しい社内検証により、実用性と信頼性に優れた高機能製品が生まれ

ています。 

 

 

 

製品概要 

2011 年 6 月 29 日から 3 日間、東京ビッグサイトで開催された医薬品・化粧品・洗剤分野の国際展

示会に前年に引き続き出展しました。当社の新製品や機能性製品などさまざまな製品を展示し、ま

た、当社の豊富な実績や経験をお客様の課題解決に役立つ情報としてご紹介させていただきまし

た。期間中は、多くの方々に来場いただき厚く御礼申し上げます。 

今後共、展示会を通じ、お客様の意見やニーズをお聴きし、より良い製品創りに活かして行きたい

と考えております。 

 

 

News 



環境配慮の製品開発 

『石川県プロダクトデザイン表彰』を受賞 

表彰状と記念ﾚﾘｰﾌ 
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平成２３年度石川県デザイン展に当社が出品した、哺乳瓶等の乳

児向け洗浄液用ボトルが、工業デザイン部門において、県プロダクト

デザイン協会会長表彰を受賞しました。容器のデザイン性、計量･注

ぎ口の改良、いたずら防止機能などが評価されたものです。 

石川県デザイン展は、九谷焼や輪島塗に代表される本県の伝統

工芸・産業の特色を活かし、デザインが色や形の造形のみならず、豊

かな生活環境や知的創造産業を産み出す源泉として創設された展示

会であり、本年で第３８回を数えています。 

News 

当社は、従来より、環境に配慮した製品開発につとめており、「減容化容器」、「パッキンレスキャップ容器」、

「点鼻薬用残液低減容器」など医薬品容器の開発を通じて、人にも環境にもやさしい社会に貢献しています。 

従来品は金属キャップにゴム製パッキンを

装着することでシール性能を保持していました

が、異種素材で部品が構成されるため、廃棄

分別に手間を要していました。 

当社は、これら問題をクリアするため、シー

ル性と防湿性を兼ね備えたプラスチック製のパ

ッキンレスキャップを考案し、汎用性の高い錠

剤容器を開発しました。 

医薬品容器は、一般的な容器に比べ強度や防湿性の確保が必要なため、廃棄時の減容化対策が進んで

おりませんでしたが、当社ではこれらの問題をクリアした医薬品容器（消毒薬液用）を開発・量産化しました。 

減容前 

リブに沿って折る 減容化の完成 

減容化容器の開発 

 

 

パッキンレスキャップ容器の開発 

 

 



方針・体制 

●マネジメント体制 

☆全社･各部門 

目標及び計画の策定 

☆実施計画の実行 

☆  

☆レビュー・次年度へ反映 

☆自主監査･報告 

結果の振り返り 

ＰＤＣＡサイクル 
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伸晃化学は、品質の向上と環境保全に取り組むことは企業に課せられた社会的責務であるという認識に立

ち、これらを統合し一体として実行するために品質・環境方針を定め、これに基づく行動指針を設けています。 

お客様の要求する価値を最優先に考え、常に信頼性の高い製品と質の

高いサービスを提供します。 

地球環境保全と事業活動との調和を図り、法的規制の順守及び環境 

汚染の予防と負荷低減に努めます。 

これらを達成するために、目的及び目標を設定し、ＰＤＣＡを機能させ

て、取り組みます。 

品質及び環境マネジメントシステムの有効性を監査・レビューし、継続的

な改善に努めます。 

この方針及び指針を全従業員へ周知し、社内啓発・教育によりそれぞれ

の立場で創意工夫を実践し、自主的活動を推進します。 

 

伸晃化学は、医薬品容器の総合メーカーとして、人と環境に優しい、高品質で安全･

安心な製品を供給し、より良い社会に貢献する企業をめざします。 

 

2006 年 10 月制定 

 

－ 品質･環境方針 － 

 

当社では、経営層によるマネジメントレビュー及びマネ

ジメントチェックを定期的に実施し、パフォーマンスを高め

顧客満足の向上につながる実効性ある Q・C・D となるよう

取り組んでいます。 

そのために、決定された重点施策や課題について、各

部門にて、目標及び実施計画（P）を立て、それを実践（D）

し、定期的に振り返り（C）、翌年の活動に活かしていく（A）

という PDCA サイクルを確実に回し、問題点の発生や課題

の見直しが必要な場合、常に適切な検討が加えられるよう

にしています。 

 また、自主監査は社内チェックの重要な機会と捉え、

内部監査に際しては、運用と管理との相違がないかを確

認しています。監査結果は経営層に報告され、マネジメン

トレビューにフィードバック出来るようにしています。  

 

 

 

マネジメント 

基本方針 

行動指針 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

実効性ある 

取り組み 



 監査について 

 №0623-ISO9001 

 №E1900-ISO14001 

●ＩＳＯ９００１ 

●ＩＳＯ１４００１ 

●ＣＥマーキングについて 

外部審査の実施状況 
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国際認証規格の取得 

規格名称 ISO9001 ISO14001 

最新審査 2011年 5月 2011 年 5 月 

初回登録 2000年 4月 2008 年 7 月 

認証機関 ＪＩＣＱＡ ＪＩＣＱＡ 

認証番号 0623 E1900 

対象ｻｲﾄ 全事業所 全事業所 

 

当社では、優れた品質の製品及びサービスを環境に配慮しな

がらお客様に提供するため、品質保証の国際規格であるＩＳＯ９０

０１、環境管理の国際規格ＩＳＯ１４００１の認証取得を進め、現在

は、全事業所を対象として認証取得の範囲を拡大しています。 

また、２０１１年には、欧州医療機器指令に基づくＣＥマーキング

のシステム認証を取得しました。 

１９９８年に活動を開始し、２０００年４月に当初取得して以来、

１２年が経過しましたが、システムの運用と改善により、文書体系

の明確化、人的及び物的経営資源の有効活用を通じて、品質保

証・品質管理のレスポンス向上につなげています。尚、２００８年

版規格での審査及び移行は完了しています。 

２００８年７月に取得し、積極的な環境活動により、環境･エネ

ルギー負荷の低減、化学物質の適正管理をはかっているほか、

環境配慮型の製品開発にも注力しています。 

欧州に医療機器を輸出する場合、ＥＵ全体の法規制である“欧

州指令”の要求事項に従って、製品にＣＥマーキングを表示する

ことが求められています。当社では、ＣＥマーキングの表示に必

要となるシステム認証のため、認証機関による審査を受け、シス

テム構築及び適切な運用がなされていることを確認しています。 

当社では、ＩＳＯやＣＥなどのシステム運用における有効性とパ

フォーマンス結果を客観的に評価する上で、内部監査及び外部

審査は欠かすことの出来ない重要なものと位置づけています。 

内部監査については、内部監査員資格（品質・環境）を有する

社員がチームを組んで対象部署ごとに年１回実施し、文書記録

の管理及び力量把握などの状況を確認することに加え、現場改

善・システム改善に結びつくヒントが提案出来るよう取り組んで

います。 
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規格名称 ＣＥ 

区分 クラスⅠ 

認証年月 2011 年 7 月 

認証機関 BSI ｸﾞﾙｰﾌﾟｼﾞｬﾊﾟﾝ 

認証番号 CE572996 

対象ｻｲﾄ 本社工場／松任工場 
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環境･エネルギー管理 

●環境管理 

化学物質の管理 

『平成 23年度エネルギー管理功労者表彰』を受賞  

電子線の管理 

●節電への取り組み 

 

●エネルギー管理 

電子線の管理 
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エネルギーの見える化に取り組み、各工場にデマンド監視装置を設置し、使

用予測や実績管理に役立てています。見える化による設備機能の洗い出し及

び管理標準の作成は、事故トラブルの防止に繋がり、リスク管理にも役立つと

考えています。 

エネルギー管理での課題や省エネ活動の結果を社内で共有し、教育の機会

を含めて定期的に振り返ることにより、更に効果的な省エネと確実なエネルギ

ー管理を目指して行きます。 

 

 

当社は、エネルギー使用での適正管理及び省エネ

活動を推進して来ましたが、これらの活動における松

任工場の取り組みが評価され、日本電気協会・北陸

支部より、当社技術本部電装部 課長代理 平坂貢氏

（松任工場･電気主任技術者）が功労者表彰を受賞し

ました。 

 

当社では、業務や生産工程での環境影響調査を定期的

に行ない、環境側面とリスクを洗い出し、指数評価を用いて

的確な管理を実施しています。評価ランクによって著しい環

境側面と特定された事象は、環境改善目標の設定による負

荷低減と、管理基準の順守により事故トラブルが発生しない

よう日常レベルでの管理を強化しています。また調査におい

ては、法的規制の整合チェック及び外部騒音・大気水質など

の環境測定の実施状況を確認しています。 

２０１１年は周辺環境に影響を与えるような事故や環境法

的規制値を超えるような事象はなく、当局からの指導等もあ

りませんでした。 

環境管理 

デマンド監視装置 

News 

 

環境影響調査 ①稼働 ②休止 ③緊急 ３条件で調査 

 

評価の実施 質的量的評価で著しい環境側面を決定 

 

法的規制チェック 調査内容と法的事項の整合チェック 

 

管理方法の検討 実施目標の決定及び管理基準の設定 

 

運用及び評価の実施 

 

 

 

 

環境管理の基本フロー 

化学物質について、主原料である合成樹脂をはじめ、

印刷インキ類、滅菌用のＥＯＧなどを使用していますが、

これらは関連法規及びＭＳＤＳ、社内の管理規定に基づ

き厳格な管理を実施しています。ＰＲＴＲ法の届出対象と

なる物質としてＥＯＧがありますが、滅菌工程完了後は

触媒燃焼方式の排気処理装置によりガス成分を水と二

酸化炭素に分解し、無害化した上で排出しています。 

電子線滅菌は、従来の滅菌方法で問題となっている

「製品への残留性」「放射性廃棄物」などが発生しない

クリーンで高速・確実な滅菌法であり、当社は１９９５年

のプラント稼動以降、施設･設備の定期点検及び予防

保全により安定性能の維持に努めています。２０１１年

は加速管本体や制御機器や定修に加え、主電源装置

の更新を行ない、耐久性の向上を図りました。 
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環境実行計画  
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目的 目標 ２０１１年の活動結果 
関連 

ページ 

エネルギー原単位の削減 前年比 1.0%以上の削減を図る 
全社的な省エネ及び節電活動に取り組み、

前年比 6.0％の削減を図った 
P11 

原料廃棄物削減 
生産工程での原料廃棄物率の

削減を図る 

計画的纏め生産、品種切り替えでの吐出し

原料の削減に取組み、2.0%の削減を図った 
P13 

設備機器における消費電力 

量の削減 

設備運用の見直しにより電力

使用量の削減を図る 

①生産装置のエアー駆動部の運用改善  

②ボイラー運転時間の最適化 

③空調機ファンモーターのインバータ付加 

P11 

有害物質使用量の削減 
金型洗浄工程で使用する洗浄

液の運用見直しを行なう 

洗浄スプレイ缶を詰め替え用に代えて、充填

容器を職場内に設置し、スプレイ缶の廃棄削

減を図った 

P13 

環境配慮の営業活動 
製品の環境配慮に関するお客

様への提案 

環境配慮製品（軽量容器等）、及び製品梱包

用ダンボールのシングルカートン化などの提

案を行った 

P13 

使用エネルギーの見える化 

推進 
使用電力での実施を検討する 

デマンド監視装置の導入による使用状況及

び最大予測の把握を可能とした 
P11 

OA機器における消費電力 

量の削減 

シンクライアントの導入による

使用電力量の削減 

情報セキュリティー強化により、従来型パソコ

ンからシンクライアントに取替え、使用電力

量の削減を図った 

P11 

使用化学物質のＤＢ化推進 
印刷インキを含めたＤＢ化を行

う 

使用状況調査の実施、及びＭＳＤＳを活用し

たデータベース化に取り組んだ 
P13 

エネルギー管理標準の策定 

及び見直し 
生産設備について行う 滅菌装置について策定を行った P11 

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ教育の充実 
環境関連規則及びエネルギー

管理について実施する 

全部署を対象として教育を実施し、環境負荷

削減及び省エネへの意識向上を図った 
P13 

環境報告書の作成 
当社の環境活動レポートを作

成し、社外に開示する 

当社３回目となる環境報告書を作成し、社外

ＨＰを通じ開示した 
－ 

 

方針及び行動指針に基づき、全社的な環境実行計画を定め、具体的な目的・目標を設定し活動しています。 

２０１１年の取り組み結果は次のとおりです。 

Environmental report 2012  



使用エネルギーの削減 

●省エネ効果について 

－ 工場総計でのデマンド比較（kw）－ 

●節電への取り組み 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの負荷削減 ﾎﾞｲﾗｰ使用燃料の削減 

●省エネルギー活動 
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」 

省エネ活動 

当社では、全社的な省エネ活動を推進するため、製品

１トン当たりを生産する使用電力量を原単位指標とし、こ

れをもとに、製品クオリティーの維持･向上を図りながら、

生産性の向上とエネルギー負荷の削減に取り組んでい

ます。 

２０１１年は製品出荷量がほぼ前年並みでしたが、各

種の省エネ・節電対応、生産性向上における製品不良

率及び工程廃棄物の削減により、前年比 6.0%の原単位 

削減を図ることが出来ました。 

２０１１年は電力使用制限令が関係地域で発令されま

したが、当社では、顧客要請に基づく前倒し生産、及び

電力会社（北陸）からの要請による夏場（７-９月）の節電

対応を実施し、自主目標 10%削減に取り組みました。 

その結果として、工場全体では、前倒し及び集中生産

により、デマンドのピークが従来の８月から６月にシフトさ

れ、月ベースでの効果がありました。 

松任工場（ＥＢ）では、電子線滅菌照射装置を７-９月

の期間で早朝稼働に変更したことで、12%減の昼間時の

ピークシフトに寄与することが出来ました。 

本社工場（第１）では、空調設定温度の見直しや照明

設備の減灯などに取り組んだ結果、夏期２カ月（８,９月）

において、前年比、ピーク値で6.5%、使用量で7.8%減とな

る節電効果が得られました。 

 

省エネ活動結果について、生産設備では、駆動用エ

アーの制御改善によるコンプレッサーの負荷削減、及び

ボイラー運転時間の最適化や冷却水ポンプの運転台数

の見直しを行ないました。また生産設備以外では、空調

ファンモータのインバータ化、照明設備の回路見直し及

びコンピュータの省エネタイプへの変更などを実施しまし

た。２０１１年は、これらの活動により、原油換算で 46.4kℓ

の省エネ効果が得られ、これは使用エネルギー量の

0.8%にあたると試算しています。 



－ エネルギー関連データ － 

省エネ活動事例の紹介について 

総エネルギー量（GJ） 

使用電力量（千 kwh） 

ＣＯ2排出量（ｔ） 

エネルギー原単位（％） 
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エネルギー負荷の把握 
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環境活動における外部コミュニケーションとして、経済

産業省が主催する平成２３年度・エネルギー合理化セミ

ナー（北陸地区）の講演に当社のエネルギー管理担当者

が出席し、エネルギー管理や省エネ活動、節電事例など

の紹介を行ないました。 
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News 



環境保全活動 

●物流における環境配慮 ●環境・エネルギー教育 

 

●廃棄物の削減及び適正管理 

●ＰＣＢ機器の管理 

再資源化率の推移（％） 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｺﾝﾃﾅｹｰｽ(通函)の利用 

●化学物質のデータベース管理 
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環境配慮 

ＰＣＢが含有している旧式の電気機器は、特別管理産業廃物とし

て社内に専用保管庫を設け管理しており、このうち２台のコンデンサ

について、行政指針に基づき、日本環境安全事業㈱に処理委託し、

最終処分を実施しました。残る低濃度含有のＰＣＢ機器については、

処分方法が決まるまで引き続き保管管理を行ないます。 

全社的な廃棄物削減に取り組み、廃棄物発生量の削減と再資源

化（リサイクル）の向上に努めています。生産プロセスで発生する廃

棄物の削減については、品質向上の改善に連携させながら行い、そ

の活動は自社内だけでなく、納入梱包資材の減量化など顧客への

提案も含めて実施しています。 

工場内の製品搬送では、クリーンな製造環境の維持向上と、ダン

ボールなど梱包廃棄物の削減を図るため、プラスチック製コンテナケ

ース（通函）を利用しています。また、精密金型のメンテナンスにおい

ては、洗浄用スプレイ専用缶及び詰め替え装置を導入し、スプレイ空

缶の廃棄削減に繋げています。 

廃棄物の総量は削減傾向にありますが、再資源化率については、

事務紙類のリサイクル委託などによって、2009年に89%まで向上した 

ものの、その後は横ばいが続いており、今後90%以上に高められるよ

う更なる検討を加えて行きます。 

委託先への調査として、処理工程の把握、マニフェスト等の管理

記録、及び許可更新の状況などについて適正に実施されているかを

現地へ赴き確認しています。 

 

環境意識の向上と社員一人ひとりの役割を自覚する

ために環境及びエネルギー管理に関する教育を行なっ

ています。２０１１年は全社的な節電とエネルギー負荷

削減のため、外部より専門家を迎え、具体的な事例を

踏まえた講習を実施しました。 

当社は原材料を含め多くの化学物質を使用していま

すが、これらを一元的に把握するため、社内イントラネッ

トを用いてデータベース化し、共用データとして検索やＰ

ＤＦリンクでの活用ができるよう取り組んでいます。 

工場構内はアイドリングストップとして、近隣への環境

配慮に取り組んでいます。また、委託先の物流会社ごと

にトンキロ法による環境負荷の把握を実施し、国内鉄道

コンテナ便、海外向けでは定温機能付き船舶専用コンテ

ナの利用を促進しています。 
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環境活動のあゆみ  
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環境データ  

 

年月 主なあゆみ 

1963 年（S38）4 月 本社工場を金沢市長土塀町（旧市街区）から現在の藤江地内（準工業地域）に移転する。 

1973 年（S48）3 月 
本社工場に重量鉄筋コンクリート構造の成形工場を完成し、周辺への騒音影響に配慮する。 

以降、当社工場建物に反映。 

1978 年（S53）5 月 本社工場を、特定施設工場（騒音振動）として金沢市に届出する。 

1995 年（H7）6 月 白山市（旧松任市）･松本工業団地に松任工場を建設し、電子線照射滅菌施設を稼動する。 

2000 年（H12）4 月 松任工場が第二種エネルギー管理指定工場となる。 

2001 年（H13）4 月 本社工場の受変電施設を高効率の乾式変圧トランスをもつ設備に更新する。 

2002 年（H14）1 月 製品輸送について、鉄道コンテナ便の利用を開始する。（モーダルシフト） 

2002 年（H14）4 月 本社工場が第二種エネルギー管理指定工場となる。 

2004 年（H16）10 月 EOG 滅菌施設を本社から松任工場に移転し、同時に排ガス処理装置を完備する。 

2004 年（H16）11 月 金沢市より、優良廃棄物排出事業所として表彰を受ける。 

2005 年（H17）2 月 北陸電気協会より、優良エネルギー管理事業所として表彰を受ける。 

2006 年（H18）1 月 海外向け製品輸送について、船舶便の利用を開始する。（モーダルシフト） 

2008 年（H20）7 月 全社で ISO14001 を認証取得する。 

2009 年（H21）12 月 金沢市より、地球温暖化防止に取り組む企業として、認定書の交付を受ける。 

2011 年（H23）2 月 中部経済産業局より、エネルギー管理優良事業者として表彰を受ける。 

 

 

データ名（単位） 2009 年 2010 年 2011 年 備考 

総エネルギー使用量（GJ） 228,163  218,547  213,448   

二酸化炭素排出量（ｔ） 12,720  12,314  12,027   

電力使用量（千 kwh） 22,665  21,710  21,199  電力会社購入 

燃料使用量（kℓ） 55  52  37  車両燃料含む 

使用水量（千ｔ） 1,783  1,536  1,419  地下水＋上水 

化学物質使用量（ｔ） 20  24  24  PRTR 対象物質 

廃棄物排出量（ｔ） 1,040  940  900  有価物含む 

下水道排出量（千ｔ） 12  13  12  生活雑排水 

公共用水路排出量（千ｔ） 1,771  1,523  1,407  冷却水 

＊二酸化炭素排出係数は 0.000561ｔ‐CO２/kwh としていますが、今後の見直しにより変わる場合があります。 

 



品質保証体制 

＜画像処理検査装置と延伸ﾌﾞﾛｰ成形機＞ ＜電子線照射装置概要図＞ 

＜医療機器製造業許可証＞ 

本社工場 松任工場 

ｺｯｸｸﾛﾌﾄ･ｳｵﾙﾄﾝ型電子線発生装置 
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当社は、医薬品容器及び医療機器としての保証体制を確立し、高品質な製品を安定的に提供するため、 

ＩＳＯ及びＧＭＰに準拠した運用管理と評価、そして品質向上への活動を積極的に続けています。 

当社は、お客様への製品提案から、設計・試作、製

造と量産品の納入にいたるすべてのプロセスをデータ

ベース化し、ＱＣ工程表を用いて、的確な進捗管理を実

施しています。また、お客様のニーズや仕様の変更に

際しては、製品規格への反映が確実なものとなるよう

変更管理を一元化し、医薬品分野に求められる厳しい

プロセス監視を行っています。 

当社は、製品の安全・安心を実現するために、設備

の充実に力を注いでいます。クリーンな医薬品容器、

精度の高い医療機器をお届するため、成形機や印刷

機などの主要機械を高いレベルで運用管理し、また画

像処理検査装置などの各種合理化機器を自社開発す

ることにより、最適化された製造工程のもとで徹底した

製品品質のチェックを行っています。 

●バリデーションによる滅菌保証 

 

 

●製品化プロセスの監視 

 

 

医薬品及び医療機器に関連する製造工程におい

て、滅菌は大変重要な工程であり、当社では、自社に

保有する電子線照射滅菌装置、及びＥＯＧ滅菌装置

により、お客様のさまざま製品に対して、最適な条件

での滅菌が行えるようバリデーションを実施し、医薬

品容器・医療機器としてのトータルな品質保証を確立

しています。 

品質に対する取り組み 

●原材料仕入先へのオーディット実施 

 

 

●工場設備における取り組み 

 

 

●医療機器製造・販売許可 

 

 

当社では、医療機器に該当する製品について、製造

及び販売許可を受けていますが、関連する製造工程に

おいて、医療機器製造業許可に基づく責任技術者を配

置し、製造環境を含め厳格な管理を実施しています。 

高品質な製品を安定的に供給するために、自社工

程以外に原材料などの仕入れ品に対する安全性や品

質を確認する仕組みを運用しています。これに基づき、

当社の担当者が原材料などの仕入れ先へ訪問し、確

認活動を実施しています。 

今後とも、この活動を継続的に行うことより、さらなる

安全・安心の確保に努めていきます。 

SF6 ｶﾞｽｽﾄﾚｰｼﾞﾀﾝｸ 

電子線照射部 
監視ﾓﾆﾀｰ 

Ｘ線ｼｰﾙﾄﾞ壁 

反転装置 

ｵｿﾞﾝ処理装置 



品質に関する社内教育 

改善活動事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
16

「 

品質に対する取り組み 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
 
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ

 
Ｃ
Ｏ
．，
Ｌ
Ｔ
Ｄ
． 

品質向上への取り組み  

当社は、医薬品容器及び医療機器の製造プロセス

に携わるうえで、品質に対する教育は極めて重要で

あるという認識のもと、ＧＭＰ及び製造品質に関する

教育を定期的に実施しています。教育に際しては、力

量マップによる到達度合いを明確化し、品質における

役割と責任を担う上での道筋をつけています。 

ＩＳＯ活動を通じて、社内の部門間で相互に監査し、

仕組みの改善を行い、品質レベルを高めてきました。

ISO9001：2008年版では、運用管理の内容がより明確

化されましたが、当社ではこれまで以上に現場重視

の監査活動を行ない、各工程での品質へのレスポン

ス向上につなげています。 

現場監査においては、工程表や手順書を踏まえ、

工程の管理方法や記録を確認し、設計通り高品質の

製品が安定的に製造されているか、目配りし厳しくチ

ェックしています。 

また、内部監査員の力量アップを図るため、定期的

に教育研修を実施し、有効性監査を進めるうえでのス

キル習得を行なっています。 

当社では、毎年１１月の全国品質月間に加えて、

５月を当社独自の「伸晃･品質月間」と定め、ＱＣサー

クルや５Ｓ活動、及び社内提案制度などにより、全社

的な活動を推進しています。 

ＱＣサークル活動は職場ごと及び職場横断で構成

されるチームにより、工程改善や品質向上など具体

的なテーマを設定し活動を行っています。 

また、５Ｓ活動では、美しい職場と仕事効率のアッ

プを目指し、現場パトロールと合わせ無理無駄の削

減を図ることにより、実効性のある取り組としていま

す。これらの活動は、社員のモチベーションアップに

もつながっています。 

優秀チーム・社員は社内表彰制度により表彰さ

れ、その成果は発表会を通じて発信され、品質に対

する全社員の意識を高めています。 

●全社的な改善活動の推進 

 

 

●品質に関する教育の実施 

 

 

●現場重視の監査活動 

 

 

Environmental report 2012  



人材育成 

●技術力向上への取り組み 

労働安全衛生 

●健康管理とメンタルヘルスケアの推進 

 

●ＡＥＤの社内設置 

●次世代の人材育成 

 

●安全衛生活動 

社会への貢献 

●東日本大震災での被災者支援 

●障害者への支援 

階層別社員研修（本社） 

ＡＥＤの設置（松任工場） 
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当社では、社員の力量を高めることは、会社を強く

する重要なファクターであると位置付け、公的資格の

取得や教育研修を積極的に行っています。 

 

安全衛生における基本方針及び重点実施事項を

定め、全員参加による活動を推進しています。 

本社及び松任工場それぞれにＡＥＤを設置し、社

員への救命講習を実施しています。 

 

 

技術力の向上を図るため、技術者や機械オペレー

タの公的資格取得を推進しています。プラスチック成

形の国家検定技能士、及び自主保全士を持つ社員が

製造業務に従事し、設計部門では包装管理士の専門

資格を有する社員が商品設計に携わっています。 

労働災害の防止について、危険予知活動や指差し

呼称を推進し、ヒヤリ報告・過去事例の情報共有によ

り危険感受性を高める教育を実施しています。また、

管理監督者による合同パトロールを毎月実施し、指

導強化と相互のコミュ二ケーションを図っています。 

製品や機械の高度化に伴い、潜在する危険要因

の芽を摘むため、機械検査委員会による安全面の検

証とリスクアセスメントの実施により問題点を洗い出

し、改善に取り組んでいます。 

安全衛生委員会では、各職場での問題点の協議

や改善事例の報告などを行なう他、より良い職場環

境が築けるよう外部講師を招き研修会を実施してい

ます。 

 

健康診断は、全社員が受診する一般健診と交替

勤務等の社員が受診する特定検診を実施し、メタボ

や有所見者の二次検診結果などによる健康指導に

取り組んでいます。また、中年期以降での人間ドック

の受診も進めています。  

メンタルヘルスでは、該当者及び希望者が産業医

との面談を行える機会を定期的に設けており、担当

スタッフの専門機関での研修や社内講習会の開催を

通じて、心の健康づくりの普及推進に努めています。 

社内研修について、新入社

員（OJT）研修、リーダー・管

理職で階層別、及び専門職

務別での教育を実施し、能力

開発と次世代を担う人材教育

に力を入れています。 

当社は、被災者の方々の支援や被災地の一日も早

い復旧復興に役立てていただく為、会社拠出金３００万

円と社内募金での義援金１０４万円を平成23年3月に

関係団体を通じ被災地へ寄付いたしました。 

 

社会的報告 

障害者自立のため、公的プログラムに基づく実習や

就業支援を行なっていますが、長年の取り組みによ

り、石川県教育関係機関から感謝状が授与されまし

た。 



防災活動 

＜防災訓練の状況＞ 

＜オイル漏洩対応訓練の状況＞ 

＜地域防災訓練への参加＞ 

●全社的な防災訓練 

●緊急対応訓練の実施 
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Environmental report 2012  

防災訓練を毎年実施し、所轄消防署の指導のもと、自衛消防隊の連携による初期消火や救護訓練、及

び全社員が参加する避難訓練など総合的な訓練を実施しています。また、地域主催の防災訓練にも若手

社員が参加し、基本動作の習得に努めています。 

 

リスク管理に基づき、工程や部署ごとでの緊急事態を特定し、それに対応する教育訓練を定期的に実施

しています。松任工場では、コンプレッサーからのオイル漏れを想定した対応訓練を行い、オイル吸着材に

よる回収、流出経路の把握、関係者への連絡などの方法手順を確認しました。 

 これらの訓練を積み重ねることで、平常時からの備えが出来、体質強化につながると考えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒920-0346 金沢市藤江南 2 丁目 4 番地 

TEL：076‐267-3235  FAX：076‐268-7294 

URL：http://www.shinko-ccl.co.jp 

■ 2012 年 4 月発行 
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